
テーマⅠ・Ⅱ複合型 アクティブ・ラーニング＆学修成果の可視化
東京電機大学

アクティブ・ラーニングと学修成果の可視化
ーアクティブ・ラーニング、 ポートフォリオ、汎用ルーブリック

を用いた学修成果達成とその結果の可視化の取り組みー

本取組では、本学の使命である「技術で社会に貢献する技術者」の育成に必須の知識・能力を修得させる教育体
制構築と、その成果の可視化に関し、未来科学部で下記４項目を先導的に実施し、下記に示される成果を得た。
１． 教育枠組１ 汎用的能力の評価ができるルーブリックを開発・普及し、教育の質保証体制を実質化
 米国の ルーブリックを基に、大学の （ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ）の学修成果の内容・水準を示す汎用ルーブ

リック、それを学科の に合わせた学科ルーブリック、科目毎の目標達成度評価用の科目ルーブリックを作
成し、学修成果の可視化を可能とした。

２． 教育枠組２ 反転授業導入とその運用手法の開発・普及により、授業外学修時間を増加
３． 教育内容 学生に効果的に教育目標を修得させられるアクティブ・ラーニング（ 手法を開発・普及
 時間外の知識習得と時間内の による深い学びを統合した反転授業の導入・普及→ 科目と反転授業の定義

明確化と、 マニュアル（ と反転授業実施法）の作成・配布により、全専門科目の 化、反転化を実現
４． 教員教育力 教員教育力向上を目指す教育評価を含む「第三者評価がある自己点検目標管理制度」を導入

全学教育改善推進体制
教育・研究担当副学長が、全学の教育改善と下記の質保証体制の運用を統括

大学評議会、大学調整連絡会議

学部教学委員会が教育改善・質保証体制運用

教育改善推進室運営委員会（全学教育改善・質保証方針を取り纏め）
教育・研究担当副学長、教育改善推進室室長、教育改善推進室副室長（各学部から選出）、各学部長、各キャンパス事務部長

AP推進委員会（未来科学部長が委員長）
AP事業を統括し、事業実施方針を、未来科学部の
３学科で実施
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本取組で構築した教育の質保証システム
使命「科学技術で社会に貢献する人材の育成」
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学部のカリキュラム・ポリシー（ＣＰ）
（1）体系的な講義、演習、実験・実習からなる専門科目群
（2）課題解決能力を培う実験・実習・ワークショップ科目
（3）理工系基礎知識涵養の自然科学科目等の共通教育科目
（4）キャリア科目、人間性・倫理性涵養の人間科学科目
（5）グローバル環境での意思疎通能力の涵養科目、

コミュニケーション力などの汎用的能力を培う科目
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カリキュラム・マップ
ＤＰの各目標項目と、それを育成する科目の対応表
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科目の到達目標、授業外学修内容と時間、成績評価法、
科目の到達目標評価法等をシラバスのテンプレートに入れる
（汎用的能力の達成度評価は科目ルーブリックによる）
反転授業・ＡＬ等の適切な教育法による教育内容であること
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大学の
説明責任

大学としての教育の質保証のエビデンスとして、学修成
果達成度評価結果を公表

学生の
公開履歴書

学生の学修成果の社会への提示のため、学修成果達
成度評価を利用してショーケース型ポートフォリオ作成

学修成果達成度の
具体的評価手法

アセスメント・ポリシーの設定には、学
修成果の具体的な評価手法が必須で
あり、本事業では、下記の手段で専門
的知識と汎用的能力の学修成果達成
度の評価法を開発した

専門的知識とその応用：アチーブメ
ントテスト（専門力テスト）で評価

汎用的能力：ルーブリックを組み込
んだe-ポートフォリオシステムで評価

改善 学修成果評価結果を基に、プログラムを改善
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内容 大学・学部の学位授与の方針（DP)
（１） 専門分野の科学技術の知識と技術をもつこと。
（２） 課題に挑戦し、解決する実践力をもつこと。
（３） 理工系の幅広い基礎知識をもつこと。
（４） 科学技術と人間・社会との関わりを理解すること。
（５） グローバルな視野をもつこと。

水準 ＤＰの具体的達成水準を示す５段階の学科ルーブリック
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ｱｸﾃｨﾌﾞ･ﾗｰﾆﾝｸﾞ科目割合 授業満足度アンケートにおける授業満足率
反転授業科目割合 教育目標の達成レベルが３以上の学生割合 独立して仕事がこなせる

学生の授業外学修時間 退学率

主要数値目標の達成状況
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科目の到達目標の達成度をシラバス通りに評価していること
汎用的能力はe-ポートフォリオ組込の科目ルーブリックで評価
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アセスメント・ポリシーに従い、各学年末にＤＰの学修成果項目
毎にe-ポートフォリオシステム組み込みの学科ルーブリックで学
修成果達成度を評価し、結果をレーダーチャート形式で表示

米国
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